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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘテロクロマチンの構成要素で、ヒストンH3末端のLys-9メチル化（H3K9me）を認識して結合し、エピジェネティックな抑制を引き起こす。一方、ヒストンH3のTyr-41がリン酸化（H3Y41ph）されると、クロマチンから排除される。ラミンB受容体（LBR）と相互作用する。この相互作用は、ヘテロクロマチンと核内膜の結合に寄与する。MIS12複合体タンパク質との相互作用を介して、機能的なキネトコアの形成に関与する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	HP1 アルファ抗体を使用した、MCF-7、293T、3T3、C6、COS7 およびマウス脳溶解物中の HP1 アルファのウエスタンブロット分析。
	

	HP1 アルファ抗体を用いた Hela の HP1 アルファ (3G2) の免疫細胞化学分析。
	

	HP1アルファ抗体（3G2）を使用したパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用しました。

